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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第９期
第１四半期
累計期間

第10期
第１四半期連結
累計期間

第９期

会計期間
自 平成24年１月１日
至 平成24年３月31日

自 平成25年１月１日
至 平成25年３月31日

自 平成24年１月１日
至 平成24年12月31日

売上高 （千円） 1,231,720　 1,616,964 5,500,950

経常利益 （千円） 152,744　 175,752 575,891

四半期（当期）純利益 （千円） 152,562　 108,360 423,488

四半期包括利益又は包括利益 （千円） －　 108,360 423,488

純資産額 （千円） 874,903　 1,642,394 1,534,034

総資産額 （千円） 1,616,330　 2,674,246 2,492,242

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 74.02　 44.39 190.48

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） －　 39.50 181.88

自己資本比率 （％） 54.1　 61.4 61.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

 　　　 ２．当社は第９期の期末より連結財務諸表を作成しているため、第９期第１四半期連結累計期間に代えて、第９期第

１四半期累計期間について記載しております。

　　　　３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　４．当社は平成24年７月19日に東京証券取引所マザーズ市場に上場しているため、前連結会計年度の潜在株式調整後

１株当たり当期純利益金額は、新規上場日から前連結会計年度末までの平均株価を期中平均株価とみなして

算定しております。

　　　　５. 平成24年５月16日付で、株式１株につき100株の株式分割を行っておりますが、前連結会計年度の期首に当該株式

分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額を算定しております。

　　　　６．第９期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、新株予約権の残高はありま

すが、当社株式は非上場であったため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。　

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の連結子会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、新たに締結した重要な契約は次のとおりであります。　

相手方の名称 契約名称 契約内容 契約期間

株式会社ケイ・オプティコ

ム

無線ＩＰネットワークサー

ビス契約書

無線ＩＰネットワークサービ

スの仕入れに関する契約

平成25年２月１日から

平成27年１月31日まで

以後１年ごとの自動更新

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。なお、当社グループは、前第４四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため、前

年同四半期との比較分析は行っておりません。

　

（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成25年１月１日～平成25年３月31日）におけるわが国経済は、政権交代による経

済政策や金融政策に対する期待感から円安、株価上昇等が影響し、企業収益は大企業を中心に改善の兆しがみられ

ました。また、雇用情勢にも改善の動きがみられ、個人消費は底堅く推移し、次第に景気回復へ向かうことが期待さ

れる気配の中で推移いたしました。

このような経済環境の中で、無線データ通信サービスの利用が想定されるスマートフォン、タブレット端末等の

国内出荷台数は堅調に推移していると思われ、平成25年１月から２月におけるスマートフォンの出荷台数（※海外

メーカーは除く）は228万台となりました。（出所：一般社団法人電子情報技術産業協会） 

このような事業環境の下、当社グループは、主力のワイヤレス・ブロードバンドサービスの新規会員獲得に注力

し、当第１四半期連結累計期間におけるワイヤレス・ブロードバンドサービスの会員数は約36万人となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高は1,616,964千円、営業利益は175,938千円、経常

利益は175,752千円、四半期純利益は108,360千円となりました。

　

当社グループは単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりません。サービスごとの取組みは

以下のとおりであります。

　

① ワイヤレス・ブロードバンドサービス

イ．公衆無線ＬＡＮサービス

家電量販店において積極的な告知活動を行うとともに、一部地域の携帯電話販売店において試験的に取扱い

を開始する等、新規会員の獲得に力を入れてまいりました。

また、２月に株式会社ケイ・オプティコムとの協業を開始したことにより、関西一円の駅やコンビニ、娯楽・

商業施設など生活動線上のWi-Fiスポットが新たに約１万ヶ所加わり、全国約４万ヶ所でサービスが利用可能

となる等、更なる利便性の向上にも取り組んでまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における公衆無線ＬＡＮサービスの売上高は203,532千円となりまし

た。

　

ロ．モバイルインターネットサービス

新規会員の更なる獲得を図るべく、家電量販店における積極的なキャンペーンの展開やインターネット上で

の販売促進に注力いたしました。この結果、当第１四半期連結累計期間におけるモバイルインターネットサー

ビスの売上高は1,411,171千円となりました。
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② ワイヤレス・プラットフォームサービス

　　 ワイヤレス・ブロードバンドサービスの基盤プラットフォームである、「公衆無線ＬＡＮサービスのＩＤ・パス

ワード認証及び課金システム」を法人向けに提供しております。当第１四半期連結累計期間におけるワイヤレス

・プラットフォームサービスの売上高は2,000千円となりました。

　

　③ その他

　　 「ヨドバシカメラ＠wig card（プリペイドカード）プラン」の販売等になります。当第１四半期連結累計期間は

261千円の売上高となりました。

　

（2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における資産・負債及び純資産の状況とそれらの要因は次のとおりです。

　

（資産の部）

当第１四半期連結会計期間末における資産の合計は、前連結会計年度末に比べ182,003千円増加し、2,674,246

千円となりました。これは主に売上高の増加に伴い現金及び預金並びに売掛債権が182,149千円増加したことに

よるものであります。

　

（負債の部）

当第１四半期連結会計期間末における負債の合計は、前連結会計年度末に比べ73,642千円増加し、1,031,851千

円となりました。これは主に売上高の増加に伴う支払債務の増加によるものであります。

　

（純資産の部）

当第１四半期連結会計期間末における純資産の合計は、前連結会計年度末に比べ108,360千円増加し、

1,642,394千円となりました。これは四半期純利益の計上に伴う利益剰余金の増加によるものであります。 

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,200,000

計 7,200,000

　　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年５月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式     2,440,900 2,445,900
東京証券取引所

（マザーズ）
単元株式数100株

計     2,440,900 2,445,900 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成25年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成25年１月１日～

平成25年３月31日
－ 2,440,900 － 810,241 － 749,631

（注）平成25年４月１日から平成25年４月30日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が5,000株、資本金

及び資本準備金がそれぞれ1,825千円増加しております。

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

①【発行済株式】

　 平成25年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　2,440,000 24,400 －

単元未満株式 普通株式　　　　900 － －

発行済株式総数 2,440,900 － －

総株主の議決権 － 24,400 －

　

②【自己株式等】

　 平成25年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

　

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　なお、前連結会計年度より連結財務諸表を作成しており、前第１四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24

年３月31日まで）は四半期連結財務諸表を作成していないため、四半期連結損益及び包括利益計算書に係る比較情報

は記載しておりません。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年１月１日から平成

25年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,630,186 1,764,619

売掛金 525,004 572,721

その他 30,245 31,766

貸倒引当金 △3,128 △3,415

流動資産合計 2,182,308 2,365,692

固定資産

有形固定資産 69,916 65,823

無形固定資産 11,510 13,956

投資その他の資産 228,507 228,774

固定資産合計 309,934 308,553

資産合計 2,492,242 2,674,246

負債の部

流動負債

買掛金 736,649 779,096

未払法人税等 25,478 70,685

その他 190,181 176,147

流動負債合計 952,309 1,025,929

固定負債

資産除去債務 5,899 5,922

固定負債合計 5,899 5,922

負債合計 958,208 1,031,851

純資産の部

株主資本

資本金 810,241 810,241

資本剰余金 749,631 749,631

利益剰余金 △25,838 82,521

株主資本合計 1,534,034 1,642,394

純資産合計 1,534,034 1,642,394

負債純資産合計 2,492,242 2,674,246
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年３月31日)

売上高 1,616,964

売上原価 1,114,948

売上総利益 502,016

販売費及び一般管理費 326,078

営業利益 175,938

営業外収益

受取利息 5

その他 4

営業外収益合計 10

営業外費用

為替差損 82

その他 113

営業外費用合計 196

経常利益 175,752

税金等調整前四半期純利益 175,752

法人税、住民税及び事業税 68,887

法人税等調整額 △1,495

法人税等合計 67,391

四半期純利益 108,360

四半期包括利益 108,360

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 108,360

EDINET提出書類

株式会社ワイヤレスゲート(E26675)

四半期報告書

 9/12



【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年１月１日
至  平成25年３月31日）

減価償却費     5,998千円

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年３月31日）

　当社グループは、ワイヤレス・ブロードバンド関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年３月31日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 44円39銭

  （算定上の基礎） 　

　四半期純利益金額（千円） 108,360

　普通株主に帰属しない金額（千円） －

　普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 108,360

　普通株式の期中平均株式数（株） 2,440,900

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 39円50銭

  （算定上の基礎） 　

　四半期純利益調整額（千円） －

　普通株式増加数（株） 302,659

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－

　　　　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　

　

２【その他】

該当事項はありません。　　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成25年５月10日

株式会社ワイヤレスゲート

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中川 一之　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 奥見 正浩　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ワイヤレ

スゲートの平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年１月１日

から平成25年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年３月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ワイヤレスゲート及び連結子会社の平成25年３月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以上　

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 
　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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